
 

 

 

 

校長  間邊 浩二 

 数年前、ある公開授業の記録を読んでいて、全身に鳥肌がたつほど感動し、印象に残ったことがありまし

た。それは関西地方のある都市の近隣にある、全校児童 60 名ほどの小さな小学校で行われた公開授業での

ことでした。１年生から６年生まで全員が体育館に集い、そこに県下からたくさんの参観者が来ていまし

た。 

授業は、各学年の代表児童が順番に人権作文を発表し、読み終わった後、それぞれ感想を述べ合うという

内容でした。最後に６年生の番になり、ユキさん（仮名）という女子児童が「自分のとてもつらいこと」と

いうテーマの作文を読み始めました。 

 作文の内容は、「私の肌の色は黒い。お肌の色が黒いんで、普段はそうではないけど、何かトラブルがあ

ると、友達はすぐ『あんた、黒いくせに』『あんた、なんでそんなに黒いの？』と、そういう言葉が飛んで

くる。もう本当につらくて、死にたくなるぐらいつらくて、家に帰って泣きます。お母さんに『どうして私

を産んだのか』って八つ当たりしてしまいます。私は、学校に行くのがいやになるほどつらくなります。」

というようなことを、彼女は涙ながらに最後まで読み切りました。 

 シーンと静まりかえった会場。その後、それぞれの学年から自発的に手があがり、普段は気の強い男の子

も神妙な顔をして、「ごめんなさい、これからは絶対にそんなことは言わないから」と、他の学年の女の子

も「今日、初めて知りました。軽い冗談のつもりで言ってました。絶対にこれからは言わないでおくので、

信じてください。」など、その子どもならではの言葉で、それぞれが自分の至らなさや悪かった点を謝って

いきました。これはこれでとてもすばらしい展開で、会場の皆が聞き入っていました。 

 そして子どもたちの発言がいったん終わりそうになり、ユキさんもようやく気持ちがほっとした表情に

なった時にそれは起こりました。一番前に座っていた１年生の女の子がスッと手をあげ立ち上がり、こう言

いました。 

 「ユキ姉ちゃんは、色が黒いのがよう似合う。（よく似合う）」と言ってスッと座ったのです。（鳥肌が

立ちました。）他の子どもたちは、「ごめんなさい、これからは言わないから信じてください。悪かった。」

と、ごめんなさい路線で正直に謝っていることは正しいことだし、いいことです。しかし、この１年生の発

言は、ユキ姉ちゃんの肌の色が黒いということは、マイナスなことと思っていないのです。他の子どもたち

はユキさん自身が気にしている、マイナスに思っていることをさらにマイナスな言葉を使って「ごめんなさ

い、これからは言いません。」という流れに対して、１年生の子は「ユキ姉ちゃんは色が黒いのがよう似合

う」と、今のそのままのユキ姉ちゃんでなければ、私にとってなくてはならない大好きなユキ姉ちゃんでは

ないんだと、プラスのメッセージを送っているのです。    

どうしてそのような発言ができるのでしょうか。皆がマイナスと捉えていたことをさらっ

とプラスの意味に変換してしまう素直な感性。そのような人がたくさんいたら、肯定的なメ

ッセージを送ることができる人がたくさん増えたら、より素敵な世界が開けてくるように思

います。この１年生の女の子の発言の輝きに感動しました。 
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「糸」体育祭 

 体育祭指導委員長 落合 宏弥 

 

 体育祭が終わり、クラスや学年、学校に明るい変化がありました。クラス内や廊下での会話が増え、以前

よりも笑顔の多い、活気ある学校になったという変化です。また、今年度の体育祭は 1学期に開催すること

ができました（昨年度は学校が休校になり 9 月開催）。体育祭の 1 学期開催は、クラスにとって大きな意味

をもちます。体育祭を通じて、お互いを知り、認め合うことができ、安心してクラスで過ごせたり協力し合

う姿勢が身についたりすることにつながるからです。 

今年度は、「糸～想いを結ぶ～」をスローガンに掲げ、活動してきました。「団結」や「気持ちを分かち合

う」、そしてここ数年松本中学校で力を入れている、上級生と下級生による交流活動の「縦のつながり」と

いった想いが込められています。昨年度に引き続き、コロナ禍でも上級生と下級生が交流できるようにタブ

レットを活用しました。競技のルールや安全面、コツを伝える「アドバイス動画」に加え、今年度は「学級

動画」の作成にも取り組みました。「学級動画」では、各クラスが体育祭に向けた目標を動画にして全校で

視聴しました。どのクラスも体育祭を楽しむために話し合いを重ね、当日に向けて気持ちを高めていきまし

た。 

体育祭当日は、天候に恵まれ、予定通り実施することができました。「生徒代表宣誓」では、5色の代表生

徒が全校生徒のいる応援席に向け、自分たちの想いを伝えました。 

『青「最後まで戦い続ける」、黄「汗と笑顔で輝く星」、赤「練習を通して築いた絆」、 

緑「互いを認め合う」、紫「個性を認め合う」（一部抜粋）』。 

この素晴らしい宣誓の後は、松本中学校伝統の松中ソーラン（今年度で 18 年目）です。迫力のある演技は

みなさんの記憶に残るものになったと思います。放送委員によるパフォーマンスや仲間を応援する拍手、笑

顔の中にも真剣に取り組む姿、一人ひとりの気持ちと行動により、スローガン「糸～想いを結ぶ～」が達成

できた体育祭になりました。 

みなさん、体育祭を通じてお互いを知り、認め合うきっかけにすることはできたでしょうか。松本中学校

にさらに笑顔が溢れ、みんなが安心して過ごせる学校に向けて、今回の体育祭で得た「お互いに寄り添う気

持ち」を大切に、今後の学校生活に活かしていきましょう。 

 

 

 

 

最後に、地域のみなさま、保護者のみなさま、

体育祭に向けて様々な部分で支えて頂き、 

感謝しております。 

ご協力ありがとうございました。 

 



  体 育 祭 の 様 子 

１年生 台風の目 １年生 大玉送り 

３年生 リレー ２年生 みんなでジャンプ 

２年生 松中ソーラン ３年生 台風の目 



 

 

 

 

 

 

 

このような結果となりました。 

みなさん本当におつかれさまでした！ 

 

 

【７月の行事予定】 

日 曜 行　　　　　　事 日 曜 行　　　　　　事

1 木 生徒素点確認日 17 土
2 金 一斉下校15:50 18 日
3 土 19 月 連絡票質疑応答

4 日 20 火 １学期終業式

5 月 一斉下校15:50 21 水 夏季休業（７月２１日～８月２６日）

6 火 一斉下校15:50 22 木 海の日

7 水 23 金 スポーツの日

8 木 専門委員会 24 土
9 金 三者面談(13:45～17:00) 25 日
10 土 26 月
11 日 27 火
12 月 三者面談(13:45～17:00) 28 水
13 火 三者面談(13:45～17:00) 29 木
14 水 三者面談(13:45～17:00) 30 金
15 木 三者面談(13:45～17:00) 31 土
16 金 大掃除／全校評議会

１年生 優勝 4 組 

２年生 優勝 3 組 

３年生 優勝 4 組 

結 果 発 表 


